
活
用
し
た
園
児
の
健
康
観
察
や
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
、保
育
士
の
研
修
、動
画
配
信
な
ど

に
対
応
で
き
る
機
器
の
購
入
・
環
境
整
備

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
立
園
で
も
、令
和
２
年
度
に
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
や
登
降
園
管
理
シ
ス
テ
ム
、

保
護
者
と
の
連
絡
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

導
入
。令
和
３
年
度
か
ら
は「
新
し
い
生
活

様
式
」に
対
応
し
な
が
ら
保
育
の
質
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
育
現
場
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、保
育
士
の
業
務
負
担
を
全
て
軽
減
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
は
、保
育
に
関
す
る
書
類
作
成
や

登
降
園
の
記
録
、給
食
費
等
の
徴
収
・
管
理

な
ど
、保
育
以
外
の
業
務
負
担
の
軽
減
に
つ

な
が
り
、軽
減
さ
れ
た
時
間
の
有
効
活
用
で
、

保
育
の
質
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
の
成
長
に
関
す
る
情
報
は
、こ
れ
ま

で
紙
で
記
録
し
て
い
た
も
の
が
デ
ー
タ
化

さ
れ
る
こ
と
で
、一
元
管
理
が
で
き
、職
員

間
で
の
情
報
共
有
や
分
析
な
ど
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
育
士
の
見
守
り
を
補
完
す
る
役
割
が

あ
る
見
守
り
カ
メ
ラ
や
午
睡
チ
ェ
ッ
ク
セ

ン
サ
ー
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
だ
け
で
な
く
安
全
・

「

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ

る
中
、昨
今
、女
性
の
就
業
率
の
向
上
な
ど
に

伴
う
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
を
背
景
に
、保
育

の
担
い
手
で
あ
る
保
育
士
の
需
要
は
全
国
的

に
高
い
状
況
で
す
。

ま
た
、保
育
士
は
、日
々
の
保
育
の
ほ
か
に

も
、保
育
記
録
の
作
成
や
安
全
管
理
の
徹
底
、

研
修
・
会
議
へ
の
参
加
、保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
あ

り
、そ
の
負
担
が
増
加
す
る
中
で
、よ
り
質
の

高
い
保
育
を
目
指
す
た
め
、業
務
負
担
の
軽

減
が
ひ
と
つ
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
支
え
る

環
境
づ
く
り
と
し
て
、子
ど
も
の
主
体
性
を

育
む
保
育
の
実
践
な
ど
に
よ
る
質
の
高
い
乳

幼
児
教
育
の
充
実
や
良
好
な
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、平
成
28

年
度
か
ら
民
間
保
育
園
へ
保
育
所
業
務
を

効
率
化
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ

ム
導
入
な
ど
を
支
援
し
、保
育
業
務
の
負
担

軽
減
や
保
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。例
え
ば
、こ
れ
ま
で
手
書
き
で

作
成
し
て
い
た
保
育
記
録
や
指
導
計
画
な

ど
の
書
類
作
成
業
務
を
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
作
成
し
、保
存
、情
報
共
有

す
る
な
ど
、保
育
関
連
デ
ー
タ
の
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
。ま
た
、

登
園
・
降
園
時
の
確
認
を
手
書
き
か
ら
Ｉ

Ｃ
タ
グ
・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
方
式
で
時
刻
を
自

動
管
理
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
園
児
の
登
園・

降
園
の
状
況
や
出
席
確
認
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
、保
護
者
へ
の
緊
急
時
の
連
絡
等
を
一

斉
配
信
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導

入
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、令
和
２・３
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
想
定
し
た「
新
し
い
生

活
様
式
」に
対
応
す
る
た
め
、職
員
間
や
園

児
、保
護
者
等
と
の
密
集
・
密
接
を
減
ら

す
対
策
と
し
て
、見
守
り
カ
メ
ラ
や
午
睡

チ
ェ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー（
※
）な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
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シリーズ

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
市
の
取
り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。

今
回
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
す
ま
ち
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

シリーズ

未
来
技
術
等
を
活
用
し
た
心
が
通
う
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

保
育
士
を
取
り
巻
く
環
境

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
業
務
の
効
率
化

I
C
T
化
の
効
果
と
乳
幼
児
教
育
推
進

ＳＤＧｓ未来都市

安
心
な
保
育
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。保

護
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、園
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
緊
急
時
の
連
絡
、出
欠
の
連

絡
等
の
手
段
に
連
絡
支
援
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、情
報
共
有
が
よ
り
早
く
確

実
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、登

降
園
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

朝
夕
の
ス
ム
ー
ズ
な
送
り
迎
え
が
可
能
に

な
り
、保
護
者
に
と
っ
て
も
利
便
性
が
向
上

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
単
な
る

保
育
業
務
を
省
力
化
す
る
た
め
の
も
の
と

し
て
で
は
な
く
、保
育
の
質
の
向
上
や
乳
幼

児
教
育
の
良
好
な
環
境
づ
く
り
を
促
進
す

る
た
め
の
手
法
と
し
て
取
り
入
れ
な
が
ら
、

市
全
体
の
質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲登降園はタブレットで管理

ＩＣＴの活用とコミュニケーション

　前は出席簿への記入で登園を管理していましたが、
玄関で登園を非接触で確認するようになったので、現
代の保護者の年代、スマホ世代は利用しやすいと思い
ます。欠席の連絡も容易になりました。こうした情報
がすぐにタブレットに反映されるので、保育士の業務
軽減につながっており、非接触ということで感染予防
の面からもメリットがあると考えています。
　また、園からのお知らせをプリントで渡しても白
黒で文字が多く、なかなか目につきにくいというこ
とがありましたが、子どもの発達の姿や、この年齢
ではこの発達というようなものを写真で、カラーで
共有できることになったことで、保護者にも伝わり
やすくなったと思っています。

　便利になったものは活用
しつつ、やはり顔と顔を合わ
せて仕事をする職場なので、
コミュニケーションは大事
にしていきたいと思います。

うみべのもり保育所
所長

山内 裕子さん

人の目とＩＣＴでダブルチェック

　子どもの環境そのものに変化があるところまでは
至っていませんが、今までは出欠を帳面に集約して
管理していたのが、登降園管理システムでチェック
が自動になったことで、朝に子どもに面と向かって
接する時間が増えました。登降園のデータは共通で
管理できるので、調理部門で出欠の確認が容易にな
るなどのメリットもあります。
　また、午睡チェックは人の目を必ず入れなくては
いけませんが、午睡チェックセンサーは寝ている向
きまでチェックしており、二重で見ることでより安
心な環境が整いました。
　まだ業務システム全て活用できているわけではな
いので、取り組みやすいところから始めて、今後さ

らなる保育環境の充実を進
めたいと思います。

舞鶴市民間保育園連盟会長
（永福こども園 園長）　

森 宏昭さん

▲業務の効率化でできた時間は子ども達の保育へ

※午睡チェックセンサー…昼寝などの子どもの睡眠時間に体の向きなどを感知し記録する補助ツール
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